
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T3037 

令和５年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 新高等保健体育 改訂版（大修館書店） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・集団行動や各種目の中で、自己の能力に応じて基礎・基本的な運動技能を学び、体力や筋力の維

持・向上に努めよう。 

・自他の運動を観察し、分析することでさらに興味・関心を高め、運動の楽しさや喜びを味わおう。 

・体育の授業を通して、運動をする・見る・支える・調べるといった関わりを学び、自分にあった

スポーツライフの基礎を築けるように取り組もう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

（１）各種目における基礎・基本的な運動技能を高め、体力や筋力の維持・向上をめざす。 

（２）自他の運動において観察・分析し、技能や戦術に反映させることができる。また、ペアやグ

ループでお互いに教え合うことができる。 

（３）スポーツを通して、公正・協力・責任・参画などの態度を身につけ、仲間と協力して活動で

きる能力を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・運動の技術の名称や行い
方、体力の高め方、課題解
決の方法、練習や発表の仕
方、スポーツを行う際の健
康・安全の確保の仕方につ
いての具体的な方法を習
得・理解している。 
・運動の実践を通して、種
目の特性に応じた段階的技
能を修得して勝敗を競う、
攻防を展開する、表現する
等の技能を身につける。 

 

・知識を活用し、技能向上に
向けた取り組みができる。 
・自己や仲間の課題に応じた
運動を継続するための取り組
みを工夫できる。 
・運動の継続や体力・技能向
上など、それらを安全に実施
できるための計画を考えるこ
とができる。 

・学習で得た成果を自ら応

用・発展させ、実生活に生か

せる。 

・積極的に進んで運動の楽し
さや喜びを味わおうとする。 
・仲間と連携・協力し、健康
や安全を確保して学習に主体
的に取り組もうとする。 
・結果や勝敗を受け入れ、自
他の技能を客観的に判断でき
る。 

・公正・協力・責任・参画な

どの態度を身につける。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

体
つ
く
り
運
動 

・オリエンテーション 

・集団行動 

・ラジオ体操 

・新体力テスト 

 

a:身体の構造や機能、運動の効果

的な行い方について理解するこ

とができる。 

b:自己の課題に応じた運動を行

うことができる。 

c:自己と他者の違いに気づき、互

いに配慮し活動することができ

る。 

受 講 態

度 の 観

察 

受講態

度 の 観

察 

自己評

価表 

受 講 態

度 の 観

察 

 

 

生 徒 間

で の 実

技 方 法

の観察 

球
技 

（ 

ネ
ッ
ト
型
） 

・バドミントン 

基本的な技能を高め、ルール

を理解し、実施する。 

・卓球 

基本的な技能を高め、ルール

を理解し、実施する。 

 

a:ルールや用具の使い方を理解

し、基本的な運動技能を高めるこ

とができる。 

b:種目特性を理解し、知識・技能

を自己の課題に応用することが

できる。 

c:自己の役割を果たし、仲間と競

い高めあうことができる。 

受 講 態

度 の 観

察 

 

受講態

度 の 観

察 

自己評

価表 

受 講 態

度 の 観

察 

 

 

生 徒 間

で の 実

技 方 法

の観察 

球
技
（ 

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型
） 

・キックベースボール 

基本的な技能を高め、ルール

を理解し、実施する。 

・ソフトボール 

基本的な技能を高め、ルール

を理解し、実施する。 

a:ルールや用具の使い方を理解

し、基本的な運動技能を高めるこ

とができる。 

b:種目特性を理解し、知識・技能

を自己の課題に応用することが

できる。 

c:自己の役割を果たし、仲間と競

い高めあうことができる。 

受 講 態

度 の 観

察 

 

受講態

度 の 観

察 

自己評

価表 

受 講 態

度 の 観

察 

 

 

生 徒 間

で の 実

技 方 法

の観察 

後
期 

体
育
理
論 

・スポーツの文化的特性や現

代スポーツの発展 

スポーツの意義や価値、科学

的、効果的なスポーツの実践

と豊かなスポーツライフの設

計について学ぶ。 

 

a:スポーツの起源と時代に応じ

て変化してきたことについて理

解することができる。 

b:各課題について考察し、問題か

行けるに向け取り組むことがで

きる。 

c:学習したことを実生活に繋げ

考えることができる。 

 

小テスト  

受講態

度 の 観

察 

 

ワークシ

ート 

 

受 講 態

度 の 観

察 

 

ワークシ

ート 
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武
道 

・柔道 

基本的な技能を高め、ルール

を理解し、実施する。 

また、武道の精神を理解す

る。 

a:姿勢や組み方、受け身を習得

し、基本的な運動技能を高めるこ

とができる。 

b:種目特性を理解し、知識・技能

を自己の課題に応用することが

できる。 

c:自己の役割を果たし、仲間と競

い高めあうことができる。 

受 講 態

度 の 観

察 

 

受講態

度 の 観

察 

自己評

価表 

受 講 態

度 の 観

察 

 

 

生 徒 間

で の 実

技 方 法

の観察 

球
技
（ 

ゴ
ー
ル
型
） 

・サッカー(フットサル) 

基本的な技能を高め、ルール

を理解し、実施する。 

・バスケットボール 

基本的な技能を高め、ルール

を理解し、実施する。 

a:ルールや用具の使い方を理解

し、基本的な運動技能を高めるこ

とができる。 

b:種目特性を理解し、知識・技能

を自己の課題に応用することが

できる。 

c:自己の役割を果たし、仲間と競

い高めあうことができる。 

受 講 態

度 の 観

察 

 

受講態

度 の 観

察 

自己評

価表 

受 講 態

度 の 観

察 

 

 

生 徒 間

で の 実

技 方 法

の観察 

陸
上
競
技 

・持久走 

持久力向上のため、ペースを

意識し、各自目標を立て取り

組む。 

a:持久力向上のため効果的な練

習法について理解することがで

きる。 

b:自己の課題に応じた運動を行

うことができる。 

c: 自己の役割を果たし、仲間と

競い高めあうことができる。 

受 講 態

度 の 観

察 

 

受講態

度 の 観

察 

自己評

価表 

受 講 態

度 の 観

察 

 

 

生 徒 間

で の 実

技 方 法

の観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


